
　子どもや若者の問題では、時に家族との間で
ビミョーな空気になってくる。なぜかというと、
本人たちは「そっとしておいてほしい」のだが、
周囲はそれを「やる気のなさ」と捉えて放って
おけない。そんなこんなでトラブルになってし
まい、疲れ果てる。ホントはみんな前向きに歩
みだしたいのに、それが作用と反作用の関係に
なってしまう。家族も子どもや若者の支援者か
ら「見守りましょう」などと言われても、たと
え頭ではわかっていても受け入れることができ
ない。「見守る」は「何もしない」の同義語に思
えるから。
　しかし、学校や社会が最終ゴールではないし、
実はそこまでにだっていくつもの小さなゴール
があるはずである。好きなことが再開できる、
少し前のように家族と楽しく過ごせる、また笑
顔を見せる、日常のあいさつが再び交わせるな
ども小さいながらも大切なゴールだ。各停の駅
を通過しないと快速の駅には到着しない。小さ
な元気を見つけ育むことが次の希望につながる。
　みなさんの、そして目の前の人にとっての “ 小
さな元気 ” はいったい何だろう。わからなければ
子どもや若者本人に教えてもらおう。

神戸松蔭女子学院大学
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子ども若者支援に
　関わって思うこと
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子どもから責任ある大人へと成長する青少年
を支援しています。
家庭、学校、地域社会、職場ほか、青少年が
自主的な活動場面への参加を通じて、社会と
交わり、自身の興味や関心を豊かにし、必要
に応じて、助言、情報、または多様な人的・
物的資源が得られるような機会を提供します。

ユースサービスの理念


